
並木正吉さんと 
総研 

元・農業総合研究所所員 

相 川 　 良 彦  

2
0
0
8
年
7
月
２７
日
、
元
農
業
総
合
研
究

所
長
の
並
木
正
吉
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
享

年
９０
歳
で
あ
っ
た
。
1
9
6
0
〜
7
0
年
代
、

並
木
正
吉
さ
ん
は
、
基
本
法
農
政
の
理
論
的
支

柱
と
な
っ
た
『
農
村
は
変
わ
る
』（
岩
波
新
書
）

の
著
者
と
し
て
、
有
名
な
農
政
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

だ
っ
た
。 

1
9
7
1
年
春
に
入
所
し
た
私
は
、
ち
ょ
う

ど
並
木
さ
ん
が
部
長
と
な
っ
た
計
画
部
に
配
属

さ
れ
た
。
室
長
は
清
水
良
平
さ
ん
だ
っ
た
。
当

時
も
研
究
部
は
3
部
構
成
で
、
計
画
部
は
行
政

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
実
用
的
な
近
代
経
済
学
専
攻

が
多
く
て
主
流
派
、
調
査
部
は
農
政
に
批
判
的

な
マ
ル
ク
ス
経
済
学
専
攻
が
多
く
て
反
主
流
派

で
、
両
部
間
に
は
対
抗
的
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

海
外
部
は
国
別
に
気
ま
ま
に
研
究
し
て
い
た
。 

並
木
さ
ん
は
紳
士
的
だ
が
、
背
後
に
は
強
固

な
意
思
を
感
じ
さ
せ
た
し
、
周
囲
か
ら
も
一
目

置
か
れ
て
い
た
。
当
時
、
若
手
研
究
員
の
兄
貴

格
で
情
報
通
だ
っ
た
宇
佐
美
さ
ん
の
講
釈
に
よ

れ
ば
、
並
木
さ
ん
は
東
畑
初
代
所
長
が
将
来
性

を
見
込
ん
で
引
き
抜
い
た
子
飼
い
の
エ
リ
ー
ト

集
団
の
一
人
で
、
東
大
法
卒
、
総
研
に
来
る
前

に
外
務
省
の
調
査
部
門
に
お
ら
れ
た
、
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。 

並
木
さ
ん
は
、
高
校
以
来
の
旧
友
・
中
山
誠

記
さ
ん
の
早
逝（
1
9
6
7
年
）を
悔
し
が
っ
て

お
ら
れ
た
が
、
1
9
7
0
年
代
前
半
頃
は
清
水

さ
ん
と
毎
日
昼
食
を
伴
に
す
る
以
外
、
他
の
研

究
員
と
茶
や
酒
を
共
に
す
る
と
い
っ
た
集
団
行

動
を
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
機
能
的
で
、

講
演
と
研
究
と
管
理
職
業
務
に
専
念
し
て
、
宴

会
・
部
会
の
雑
談
で
も
農
政
問
題
や
趣
味
の
マ

ラ
ソ
ン
な
ど
サ
バ
サ
バ
し
た
話
題
が
多
か
っ
た
。 

他
方
で
、
並
木
さ
ん
は
講
演
の
名
手
で
、
テ

レ
ビ
や
講
演
・
研
修
会
な
ど
で
幾
度
と
な
く
聞

く
機
会
が
あ
っ
た
。
1
9
7
0
年
代
は
、
農
業

基
本
法
の
近
代
化
路
線
が
破
綻
し
、
並
木
さ
ん

の
農
業
改
革
論
も
批
判
に
晒
さ
れ
た
時
期
だ
っ

た
が
、
明
快
な
ロ
ジ
ッ
ク
、「
お
天
気
と
農
業

は
西
か
ら
変
わ
る
」
等
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、

そ
し
て
、
具
体
例
と
数
値
を
挙
げ
る
語
り
口
等

に
よ
り
、
格
段
に
説
得
力
が
あ
っ
た
。 

あ
る
時
、
労
働
組
合
の
新
聞
コ
ラ
ム
に
、〝
並

木
は
守
銭
奴
だ
〞
と
い
う
中
傷
記
事
が
載
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
講
演
を
依
頼
し
た
ら
、
講
演

料
を
請
求
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
記
事
に

は
、
並
木
さ
ん
も
頭
に
来
た
ら
し
く
、
私
を
昼

飯
に
誘
っ
て
、〝
ど
う
も
日
本
人
は
未
だ
に
水

と
情
報
は
タ
ダ
だ
と
思
っ
て
い
る
〞
と
憤
慨
さ

れ
た
。
生
粋
の
近
代
合
理
主
義
者
だ
っ
た
並
木

さ
ん
は
、
研
究
を
情
報
産
業
と
位
置
付
け
て
、

国
立
研
究
機
関
に
お
い
て
も
、
市
場
原
理
を
率

先
し
て
導
入
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
。
守
銭
奴

に
関
し
て
補
足
す
れ
ば
、
並
木
さ
ん
は
個
人
的

に
は
気
前
の
良
い
人
だ
っ
た
。 

政
治
話
が
大
好
き
だ
っ
た
清
水
さ
ん
に
よ
れ

ば
、〝
渡
邊
所
長
を
徳
川
と
す
る
と
、
並
木
さ

ん
は
勝
海
舟
、
調
査
部
の
斎
藤
さ
ん
が
長
州
・

木
戸
孝
允
、
そ
し
て
、
自
分
は
両
者
を
取
り
結

ぶ
坂
本
龍
馬
〞
だ
と
い
う
。
残
り
は
元
気
が
良

い
と
薩
摩
、
チ
グ
ハ
グ
だ
と
土
佐
に
分
類
さ
れ

た
。
当
時
の
研
究
部
対
抗
は
、
こ
の
程
度
の
、

党
派
性
の
な
い
、
陽
気
で
、
剛
毅
な
話
だ
っ
た
。 

並
木
さ
ん
は
、
労
働
力
を
中
心
に
研
究
を
さ

れ
、『
農
村
は
変
わ
る
』（
1
9
6
0
）が
代
表

作
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
前
か
ら
長
ら
く
不

変
と
言
わ
れ
て
き
た
日
本
農
業
が
こ
れ
か
ら
急

激
に
変
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
後
継
補
充
率
に

見
出
し
て
大
胆
に
予
想
し
た
も
の
で
、
農
業
近

代
化
政
策
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
た
。
だ
が
、

平
地
農
村
で
は
、
農
業
構
造
の
改
善
は
並
木
さ

ん
の
期
待
し
た
ペ
ー
ス
で
は
進
ま
ず
、
予
想
通

り
に
進
み
始
め
た
の
は
、
漸
く
1
9
8
0
年
代

以
降
の
中
山
間
地
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
1
9
 

8
0
年
代
、
農
政
研
究
セ
ン
タ
ー
で
久
し
振
り

に
会
っ
た
際
、
並
木
さ
ん
は
、
楽
し
げ
に
言
わ

れ
た
、〝
自
分
の
説
は
、
唱
え
る
の
が
２０
年
早

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
言
っ
た
通
り
に
な
り
ま

す
よ
〞、
と
。 

並
木
さ
ん
の
研
究
は
、
現
実
か
ら
予
兆
を
見

つ
け
、
論
理
的
に
説
明
づ
け
、
将
来
の
方
向
を

見
定
め
る
、
未
来
志
向
型
で
あ
っ
た
。
国
民
経

済
の
中
に
農
業
を
位
置
づ
け
、
農
産
物
輸
入
を

避
け
が
た
い
と
捉
え
、
農
地
余
り
現
象
や
高
齢

化
を
予
見
し
て
、
そ
の
指
針
を
農
政
へ
示
し
た
。

と
同
時
に
、
自
分
の
研
究
と
異
な
る
研
究（
例

え
ば
、
歴
史
）に
も
理
解
を
示
し
、
尊
重
す
る

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。 

1
9
7
0
年
代
の
総
研
は
、
研
究
を
個
人
嗜

好
に
ゆ
だ
ね
る
自
由
主
義
と
、
需
要
と
競
争
に

ゆ
だ
ね
る
市
場
主
義
と
、
組
織
統
制
に
ゆ
だ
ね

る
管
理
主
義
と
が
交
錯
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

並
木
さ
ん
個
人
は
市
場
主
義
を
単
騎
で
先
駆
け

る
謙
信
型
だ
が
、
所
長
に
な
っ
て
か
ら
は
異
な

る
3
つ
の
主
義
を
調
整
・
統
合
す
る
信
玄
型
に

変
身
さ
れ
た
。
当
時
は
戦
後
農
業
経
済
学
の
決

算
期
で
、
総
研
で
も
百
花
斉
放
の
研
究
成
果
が

結
実
し
つ
つ
あ
っ
た
。
並
木
所
長
は
、
個
々
の

研
究
員
を
ま
ず
は
自
由
に
泳
が
せ
て
、
そ
の
成

果
を
政
策
へ
す
く
い
上
げ
る
名
鵜
飼
い
で
あ
っ
た
。 
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